
平
成
二
十
八
年
六
月
七
日
受
領

答

弁

第

三

二

一

号

内
閣
衆
質
一
九
〇
第
三
二
一
号

平
成
二
十
八
年
六
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
郡
和
子
君
提
出
臨
床
研
究
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
郡
和
子
君
提
出
臨
床
研
究
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
に
つ
い
て

第
百
九
十
回
国
会
に
提
出
し
た
臨
床
研
究
法
案
（
以
下
「
法
案
」
と
い
う
。
）
は
、
臨
床
研
究
（
法
案
第
二
条
第
一
項
に

規
定
す
る
臨
床
研
究
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
対
象
者
の
保
護
の
観
点
か
ら
臨
床
研
究
に
つ
い
て
規
制
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
臨
床
研
究
実
施
基
準
（
法
案
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
臨
床
研
究
実
施
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
今
後
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
当
該
観
点
か
ら
特
定
臨
床
研
究
（
法
案
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
臨

床
研
究
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
用
い
る
未
承
認
医
薬
品
（
同
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
医
薬
品
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
に
つ
い
て
も
、
臨
床
研
究
実
施
基
準
に
お
い
て
規
定
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
法
案
と
一

体
的
に
、
臨
床
研
究
を
所
管
す
る
厚
生
労
働
省
医
政
局
研
究
開
発
振
興
課
が
所
管
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。
な
お
、
臨
床

研
究
実
施
基
準
に
お
け
る
特
定
臨
床
研
究
に
用
い
る
未
承
認
医
薬
品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
に
つ
い
て
の
規
定
は
、
治

験
薬
（
医
薬
品
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
九
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
第
二
条
第
七
項
に
規
定

す
る
治
験
薬
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
の
も
の
と
同
様
の
も
の
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
医
薬

品
の
製
造
管
理
及
び
品
質
管
理
に
係
る
も
の
と
い
う
点
に
お
い
て
参
考
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一



一
の
�
に
つ
い
て

準
拠
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
広
辞
苑
（
第
五
版
）
に
よ
れ
ば
、
「
よ
り
ど
こ
ろ
ま
た
は
標
準
と
し
て
そ
れ
に
従
う
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
・
標
準
」
、
遵
守
に
つ
い
て
は
、
「
き
ま
り
・
法
律
・
道
理
な
ど
に
し
た
が
い
、
よ
く
守
る
こ

と
」
、
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
（
法
律
・
規
則
な
ど
を
）
あ
て
は
め
て
用
い
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

法
案
は
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
等
の
医
療
保
険
各
法
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
案

に
よ
り
同
法
等
に
基
づ
く
評
価
療
養
、
患
者
申
出
療
養
及
び
選
定
療
養
と
し
て
保
険
外
併
用
療
養
費
の
支
給
対
象
と
な
る
療

養
の
範
囲
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

法
案
は
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四

十
五
号
。
以
下
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
改
正
す
る
も
の
で
は
な
く
、
法
案
に
よ
り
臨
床
研
究
に

用
い
る
医
薬
品
等
（
法
案
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
医
薬
品
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
の

適
用
関
係
が
変
更
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

二



一
の
�
に
つ
い
て

未
承
認
再
生
医
療
等
製
品
（
法
案
第
二
条
第
二
項
第
二
号
ホ
に
掲
げ
る
再
生
医
療
等
製
品
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
用

い
る
臨
床
研
究
が
、
再
生
医
療
等
の
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
五
号
。
以
下
「
再
生

医
療
等
安
全
性
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
生
医
療
等
に
該
当
す
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
臨

床
研
究
に
用
い
る
未
承
認
再
生
医
療
等
製
品
に
つ
い
て
は
、
再
生
医
療
等
安
全
性
確
保
法
に
よ
り
規
制
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の

臨
床
研
究
に
つ
い
て
は
、
法
案
に
よ
り
規
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
再
生
医
療
等
安
全
性
確
保
法
に
よ
る
未
承
認
再

生
医
療
等
製
品
の
製
造
等
に
つ
い
て
の
規
制
は
、
治
験
薬
に
つ
い
て
の
も
の
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｈ－

Ｇ
Ｃ
Ｐ
に
近
づ
く
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
治
験
（
医
薬

品
医
療
機
器
等
法
第
八
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
治
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
の
趣
旨
に
応

じ
て
報
告
の
在
り
方
や
内
容
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
有
害
事
象
又
は
副
作
用
の
報
告
の
書
式
等
を
統
一
す
る
こ
と
は
想
定
し

て
い
な
い
が
、
制
度
間
で
様
式
を
統
一
す
る
等
、
有
害
事
象
又
は
副
作
用
の
情
報
の
効
率
的
な
利
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

三



二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
非
臨
床
安
全
性
試
験
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
法
案
に
お
い
て
は
医
薬

品
等
を
人
に
対
し
て
用
い
な
い
研
究
に
つ
い
て
は
規
制
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
研
究
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
こ
と
は

想
定
し
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

臨
床
研
究
実
施
基
準
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
Ｉ
Ｃ
Ｈ－

Ｇ
Ｃ
Ｐ
（
日
米

Ｅ
Ｕ
医
薬
品
規
制
調
和
国
際
会
議
が
作
成
し
た
医
薬
品
の
臨
床
試
験
の
実
施
に
関
す
る
基
準
（
Ｇ
Ｃ
Ｐ
）
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

い
う
。
）
に
準
拠
し
、
特
定
臨
床
研
究
は
治
験
と
同
様
の
手
続
等
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
御
指
摘
の
答
弁
に
つ
い

て
は
、
特
定
臨
床
研
究
は
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
九
項
及
び
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
三
項
（
同
条
第
十
一
項
及
び
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
三
項
（
同
条
第
九
項
及
び
第
二
十
三
条
の
三
十
七
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
用
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
な
い
旨
を
お
答
え
し
た
も
の

で
あ
り
、
海
外
の
規
制
当
局
に
対
し
て
も
同
様
の
お
答
え
を
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
お
尋
ね
の
英
語
表
現
に
つ
い
て
は

四



承
知
し
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

法
案
に
お
い
て
は
、
特
定
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
者
が
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提

出
す
る
等
の
義
務
を
負
う
こ
と
と
な
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
企
業
が
資
金
提
供
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
企
業
資
金
に
よ
っ
て
実
施
す
る
未
承
認
医
薬
品
の
企
業
主
導

臨
床
研
究
で
あ
っ
て
承
認
申
請
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品
等
製
造
販
売
業
者
（
法
案
第
二

条
第
四
項
に
規
定
す
る
医
薬
品
等
製
造
販
売
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
そ
の
特
殊
関
係
者
（
同
条
第
二
項
第
一
号

に
規
定
す
る
特
殊
関
係
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
研
究
資
金
等
（
同
号
に
規
定
す
る
研
究
資
金
等
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
提
供
を
受
け
な
い
で
実
施
す
る
臨
床
研
究
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
同
号
に
該
当
す
る
特
定
臨
床
研
究
で
は
な
い
。
ま

た
、
薬
物
動
態
等
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
臨
床
研
究
に
つ
い
て
は
、
医
薬
品
等
の
有
効
性
又
は
安
全
性
を
明
ら
か
に
す

る
も
の
に
含
ま
れ
る
た
め
、
御
指
摘
の
「
有
効
性
安
全
性
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
く
薬
物
動
態
等
を
明
ら

か
に
し
よ
う
と
す
る
と
き
」
に
つ
い
て
は
想
定
さ
れ
な
い
。

五



三
の
�
に
つ
い
て

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
は
医
薬
品
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
規
制
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、

法
案
は
臨
床
研
究
の
対
象
者
の
保
護
の
観
点
か
ら
規
制
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
と

は
別
の
枠
組
み
で
規
制
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
厚
生
労
働
省
に
設
置
し
た
臨
床
研
究
に
係
る
制
度
の
在
り

方
に
関
す
る
検
討
会
が
平
成
二
十
六
年
十
二
月
に
取
り
ま
と
め
た
臨
床
研
究
の
制
度
の
在
り
方
に
関
す
る
報
告
書
（
以
下

「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
研
究
者
に
対
し
、
行
政
に
よ
る
研
究
計
画
の
事
前
審
査
等
を
受
け
る
こ
と
を
更
に

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
学
問
の
自
由
、
医
療
現
場
の
負
担
や
当
局
の
体
制
等
を
踏
ま
え
た
実
効
性
を
考
え
る
と
、
実
施

に
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
に
よ
る
事
前
審
査
を
行
わ
な
い
届
出
制
と
し
た
も
の

で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

人
を
対
象
と
す
る
医
学
系
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
針
（
平
成
二
十
六
年
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
号
。
以
下

「
倫
理
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
法
令
の
規
定
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
研
究
は
、
適
用
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。
御

指
摘
の
「
手
術
方
法
・
手
技
等
に
関
す
る
も
の
」
や
、
「
承
認
医
薬
品
を
用
い
る
も
の
で
あ
っ
て
企
業
資
金
提
供
の
な
い
も

六



の
」
が
そ
れ
ぞ
れ
、
臨
床
研
究
に
該
当
す
る
な
ら
ば
倫
理
指
針
の
適
用
対
象
外
と
な
り
、
臨
床
研
究
に
該
当
し
な
い
な
ら
ば

倫
理
指
針
の
適
用
対
象
と
な
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

特
定
臨
床
研
究
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、当
該
特
定
臨
床
研
究
全
体
に
つ
い
て
法
案
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
臨
床
研
究
実
施
基
準
の
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
医
療
技
術
に
着
目
し
た
規
制
を
盛
り

込
む
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

臨
床
研
究
実
施
基
準
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

法
案
は
、
治
験
に
該
当
し
な
い
研
究
に
関
し
、
臨
床
研
究
の
対
象
者
の
保
護
を
図
る
た
め
の
規
制
を
行
う
も
の
で
あ
り
、

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
に
お
け
る
承
認
申
請
の
手
続
等
に
関
す
る
規
定
を
改
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
医
薬
品
医
療

機
器
等
法
第
十
四
条
第
三
項
（
同
条
第
九
項
及
び
第
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
二
十

七



三
条
の
二
の
五
第
三
項
（
同
条
第
十
一
項
及
び
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及

び
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
三
項（
同
条
第
九
項
及
び
第
二
十
三
条
の
三
十
七
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
資
料
に
つ
い
て
、
法
案
に
よ
り
新
た
に
使
用
で
き
な
く
な
る
も
の
は
な
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
も
、
公
的
資
金
と
併
せ
て
医
薬
品
等
製
造
販
売
業
者
又
は
そ
の
特
殊
関
係
者
が
臨
床
研

究
の
研
究
資
金
等
を
提
供
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
特
定
臨
床
研
究
に
該
当
す
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

報
告
書
に
お
い
て
、
「
研
究
者
に
対
し
、
行
政
に
よ
る
研
究
計
画
の
事
前
審
査
等
を
受
け
る
こ
と
を
更
に
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
学
問
の
自
由
、
医
療
現
場
の
負
担
や
当
局
の
体
制
等
を
踏
ま
え
た
実
効
性
を
考
え
る
と
、
実
施
に
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
行
政
に
よ
る
事
前
審
査
は
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
の
�
に
つ
い
て

医
療
技
術
の
研
究
に
つ
い
て
、Ｅ
Ｕ
及
び
米
国
で
は
原
則
と
し
て
規
制
を
し
て
い
な
い
と
い
う
事
実
は
把
握
し
て
い
る
が
、

御
指
摘
の
諸
外
国
の
状
況
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

八



六
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
条
約
の
批
准
の
状
況
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

七
の
�
に
つ
い
て

通
常
の
医
療
の
一
環
と
し
て
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
第
四

条
第
六
項
に
規
定
す
る
許
可
医
薬
品
を
適
正
に
使
用
し
て
臨
床
研
究
を
行
っ
た
結
果
、
当
該
許
可
医
薬
品
の
副
作
用
に
よ
る

健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
対
象
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

臨
床
研
究
の
対
象
者
に
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
臨
床
研
究
実
施
基
準
に
お
い
て
、
法
案
第
三
条

第
二
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
臨
床
研
究
の
対
象
者
に
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
補
償
及
び
医
療
の
提
供
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、臨
床
研
究
実
施
基
準
に
従
っ
て
適
切
に
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。な
お
、

保
険
商
品
の
開
発
に
つ
い
て
は
一
義
的
に
は
民
間
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

七
の
�
に
つ
い
て

毎
年
保
険
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
臨
床
研
究
の
対
象
者
の
保
護
に
欠
け
る
と
の
指
摘
は
受
け
て
お

九



ら
ず
、
臨
床
研
究
の
対
象
者
の
保
護
の
実
効
性
に
支
障
が
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

七
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
補
償
保
険
契
約
に
よ
る
保
険
金
を
医
療
費
の
自
己
負
担
分
等
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
公
的
研
究

資
金
に
よ
る
医
療
費
の
自
己
負
担
分
等
の
補
償
に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

七
の
�
に
つ
い
て

法
案
に
お
い
て
は
、
特
定
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
者
は
、
当
該
特
定
臨
床
研
究
の
対
象
者
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
特

定
臨
床
研
究
の
目
的
等
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
と
し
て
、
健
康
被
害
が
生
じ
た
場
合
の
補
償
の
内
容
を
定
め

る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
特
定
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
者
は
、
当
該
特
定
臨
床
研
究
の
対
象

者
の
同
意
を
得
や
す
い
よ
う
な
補
償
内
容
を
設
定
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
、
御
指
摘
の
「
医
薬

品
副
作
用
被
害
救
済
制
度
の
よ
う
な
基
金
」
の
創
設
は
想
定
し
て
い
な
い
。
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